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開発された，保育環境の質を測定するスケールを意味している。 3 〜 5 歳の集団保育の質を測
定する ECERS(原題：Early Childhood Environment Rating Scale)をはじめとし，同じ著者らによ
る 3 歳未満児の集団保育の質を測定する ITERS(原題：Infant and Toddler Environment Rating
Scale)，家庭的保育の質を測定する FCCERS(原題：Family Child Care Environment Rating Scale)，
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感を持たれるおそれがあること，保育者の自律的な専門性や実践知に基づくものとは異なる⽜
と指摘されている。





















Association of Early Years Education)の提唱する⽛発達にふさわしい実践(DAP＝Developmentally
Appropriate Practice)⽜を理論的ベースとしている。






後の指標の内容に基づいて判定し，その結果を 7 段階( 1 〜 7 点)で数値化するものである。以
下， 6 つのサブスケール(SSと省略)とそれぞれの項目(◯の数字で示す)を以下に示す：
・SS1 空間と家具 ①室内空間 ②養護・遊び・学びのための空間 ③遊びと学びのための室




・SS2 養護 ⑧食事/間食 ⑨排泄 ⑩保健衛生 ⑪安全
・SS3言葉と文字 ⑫語彙の拡大 ⑬言葉の使用の促進 ⑭保育者による絵本の使用 ⑮絵本
に親しむ環境 ⑯印刷(書かれた)文字に親しむ環境
・SS4 活動 ⑰微細運動 ⑱造形 ⑲音楽/リズム ⑳積み木 ㉑ごっこ(見立て・つもり・ふり
・役割)遊び ㉒自然/科学 ㉓遊びの中の算数 ㉔日常生活の中の算数 ㉕数字の経験
㉖多様性の受容 ㉗ ICTの適切な使用
・SS5 相互関係 ㉘粗大運動の見守り ㉙個別的な関わり ㉚保育者と子どもの相互関係 ㉛
子どもどうしの関係 ㉜望ましい態度・習慣の育成




い⽜または⽛いいえ⽜で判断する。所定の手続きに従い，各項目について 1 点から 7 点の範囲
で評点を定めるのである。点数の意味は⽛ 1 点＝不適切⽜，⽛ 3 点＝最低限⽜，⽛ 5 点＝よい⽜，
⽛ 7 点＝とてもよい⽜であるが，中間点として 2 点， 4 点， 6 点となる場合もある。全項目の
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3. 1 少なくとも 2 か所の，遊具/教材に応じて異なる遊びの場があり，共通の広さがある。






















































































年度に小規模保育事業⽛キッズルームふたば⽜( 0 歳児～ 2 歳児・19名定員)を開始した。
平成29年度より幼稚園型認定こども園( 3 歳児～ 5 歳児)となり，現在の定員は 1 号認定270名，
2 号認定60名の計330名である。子ども園への移行に伴い職員数が増加し，平成30年 4 月現在，
13学級13担任教諭に加え，担任外教諭が正規職員で11名在籍している。




共働き家庭からの 2 号認定児は，早くは 7 時30分から登園し，いったん 2 号認定児及び 1 号認
定児預かり保育の保育室で過ごし， 8 時30分頃より子どもが所属する学年・クラスに移動し，
14時頃まで 1 号認定児とともに保育を受ける。 1 号認定児の保育時間は， 8 時30分～おおむね
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